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電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１に示す回路において、スイッチＳを開いているとき、抵抗Ｒ３、Ｒ４に４アンペアの電流が流れている。このＳを閉じたとき、抵抗Ｒ２を流れる電流は、（　ア　）アンペアである。ただし、電池の内部抵抗は無視するものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　３　　②　６　　③　８　　④　９　　⑤　１２　　⑥　１８
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　（２）　図－２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスを１７オームとし、１３６ボルトの正弦波の交流電圧を加えたとき、容量性リアクタンスＸｃに加わる電圧は、（　イ　）ボルトである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　８　　②　４８　　③　１２０　　④　１６８　　⑤　２１６
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　（３）　コイルＡを流れる電流がΔｔ秒間にΔＩアンペアだけ変化したとき、コイルＢに誘導される起電力ｅボルトは、コイルＡ、Ｂ間の相互インダクタンスをＭヘンリーとすれば、（　ウ　）の関係式で表される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）
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　（４）　図－３に示す磁化曲線において、Ｂは（　エ　）を、Ｈは磁化力を表す。　　　　（５点）

	　①　透磁率　　②　磁気抵抗　　③　保磁力　　④　磁束密度　　⑤　漏れ磁束
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第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　純粋な半導体の結晶に不純物原子を加えると（　ア　）結合を行う電子に過不足を生ずる。この結果、キャリアを生じ電気伝導に寄与する。　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　共　振　　②　共　有　　③　電　磁　　④　静　電　　⑤　インピーダンス


　（２）　図－１に示す回路において、ベースとエミッタ間に正弦波の入力信号電圧ＶＩを加えたとき、コレクタＩＣが図－２に示すように変化した。ＩＣとコレクタ－エミッタ間の電圧ＶＣＥとの関係が図－３に示すように表されるとき、このトランジスタ回路の電圧増幅度を４０とすれば、ＶＩの振幅は、（　イ　）ミリボルトである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　１０　　②　２０　　③　３０　　④　４０　　⑤　５０
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　（３）　バイアス回路は、トランジスタなどの動作点の設定を行うために必要な（　ウ　）を供給する回路である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　入力信号　　②　バイパス信号　　③　帰還電流　　④　直流電流　　⑤　交流電流


　（４）　発光ダイオードは、電気エネルギーを光エネルギーに変換する発光素子であり、半導体ＰＮ接合に（　エ　）方向電圧を加えたとき、接合面から光を発する。　　　　　　　　（４点）

	　①　順　　②　逆　　③　ソース　　④　ドレイン　　⑤　ゲート


　（５）　バリスタは、（　オ　）の吸収、雑音の吸収、温度補償等に用いられる。　　　　（４点）

	　①　光信号　　②　高周波　　③　過電圧　　④　過電流　　⑤　磁　界


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１の論理回路は、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係から、（　ア　）の回路に置き換えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　論理和　　②　否定論理和　　③　論理積　　④　否定論理積　　⑤　否定論理
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　（２）　次の論理関数Ｘはブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、（　イ　）になる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）
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　（３）　図－２の論理回路における入力ａ及び入力ｂの論理レベル（それぞれＡ及びＢ）と出力ｃの論理レベル（Ｃ）との関係式は、Ｃ＝（　ウ　）の論理式で表すことができる。　　（５点）
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　（４）　表は、入力論理レベルＡ及びＢと出力レベルＣとの関係を示した真理値表である。この論理回路の論理式が、
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　　　　で表されるとき、表中の出力レベルＷ、Ｘ、Ｙ、Ｚはそれぞれ（　エ　）である。　（５点）

	　①　０，０，０，１　　②　０，０，１，１、　　③　１，０，０，１

　④　０，１，１，０　　⑤　０，１，１，１　　　⑥　１，０，０，０
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第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１において、電気通信回線への入力電圧が１２０ミリボルト、その伝送損失が1キロメートル当たり１．０デシベル、増幅器の利得が（　ア　）デシベルのとき、電圧計の読みは、１６ミリボルトである。ただし、変成器は理想的なものとし、電気通信回線及び増幅器の入出力インピーダンスは等しく、各部は整合しているものとする。　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　１０　　②　１５　　③　２０　　④　２５　　⑤　３０　　⑥　４０
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　（２）　平衡対ケーブルにおける電磁結合による漏話は、一般に、誘導回線のインピーダンスに（　イ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　無関係である　　②　等しい　　③　比例する　　④　反比例する


　（３）　図－２に示すように、インピーダンスの異なるＺ１、Ｚ２の線路を接続して信号を伝送したとき、その接続点における電圧反射係数をｍとすると、電流反射係数は（　ウ　）で表される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	　①　１＋ｍ　　②　１－ｍ　　③　ｍ　　④　－ｍ
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　（４）　信号の伝搬時間が周波数により異なるために生ずる信号のひずみは、（　エ　）ひずみといわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　位　相　　②　減　衰　　③　非直線　　④　同　期　　


第５問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　搬送波として連続する矩形パルスを使用し、矩形パルスの幅を入力信号の振幅に対応させて変調する方式は、（　ア　）方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＰＣＭ　　②　ＰＡＭ　　③　ＰＰＭ　　④　ＰＷＭ　　⑤　ＰＴＭ


　（２）　ある周波数以下のすべての周波数の信号を通過させ、その他の周波数の信号に対しては大きな減衰を与えるファイルタは、（　イ　）フィルタといわれる。　　　　　　　　　（４点）

	　①　クリッパ　　②　帯域通過　　③　帯域阻止　　④　高　域　　⑤　低　域


　（３）　アナログ伝送路によるデータ伝送では、インパルス性雑音や瞬断が（　ウ　）を発生させる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　レベル変動　　②　量子化雑音　　③　区切り点　　④　符号誤り　　⑤　基本雑音


　（４）　ＰＣＭ伝送方式は、一般に、パルスの（　エ　）を行うので、雑音やひずみの累積による増加がなく、レベル変動もほとんどない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　同　期　　②　多重化　　③　再生中継　　④　スクランブル　　⑤　増　幅


　（５）　光ファイバは、一般的に、極度に透明度を高めた石英ガラス等を用い、中心層と（　オ　）といわれる外層の二つの層で構成されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　シールド　　②　クラッド　　③　ダクト　　④　コア　　⑤　ラック


解答

第１問（ア）①　（イ）④　（ウ）③　（エ）④

第２問（ア）②　（イ）⑤　（ウ）④　（エ）①　（オ）③

第３問（ア）④　（イ）⑤　（ウ）③　（エ）④

第４問（ア）③　（イ）④　（ウ）④　（エ）①

第５問（ア）④　（イ）⑤　（ウ）④　（エ）③　（オ）②
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